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スイカーキャベツの秋施肥マルチ栽培における肥効調節型肥料の省力・減肥効果
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1 は じ め に

山形県産スイカの主産地は尾花沢市,村山市,大石田町
を中心とする県北部である。栽培の特徴は,栽培面積の90

%程度が秋施肥マルチ栽培となっていることである。この

地帯は積雪が多いため.春の定植準備から定植までを短期

間に行う必要があり,稲作作業との競合 ,定植時の地温確

保などの課題がある。そこで,こ れら課題を解消するため,

前年の10～ 11月 に施肥,う ね立てし,マルチする方法がと

られ,基肥は速効性の化成肥料を施用しているために生育

期に追肥作業が必要である。また,スイカの後作にキャベ

ツの栽培が勧められており,スイカ収穫後の残漕除去,搬
出,施肥,耕転,定植を短期間のうちに実施 しなければな

らない。

そこで,ス イカーキャベッ栽培体系で肥効調節型肥料を

用い,追肥作業とキャベツ定植前作業の省力化及び減肥を

目指した 2作分 1回施肥法について検討した。

2試 験 方 法

0)調査場所 山形県大石田町
② 供試品種 スイカ :.縞王マックス/ド ン・ K'

キャベツ :`YR青春 '

0)試験区の構成

試験区は,表 1に示したように肥効調節型肥料 (ン グマ

コート6M180日 タイプ)を窒素成分で10a当 たり11 2kg

と燐硝安カリを3 8kgの 計15kgをマルチする部分にのみ施

用した。慣行区は,すいか専用 2号 (速効性化成肥料)を
全面全層に11 3kgを 施用しマルチした。なお,追肥は,慣
行区のみ1999年 6月 3日 に10a当たり1 7kg施用した。

スイカ栽培終了後のキャベッヘの施肥は,ス イカの通路

部分 (5a)に そさい2号を7 5kg施用し,マルチを設置し

た。スイカのマルチ部分はそのままの状態でキャベツ苗を

植え付けた。慣行区は,一度マルチを除去し,そ さい 2号

15陀を全面に施用し,全面耕起後,マルチを再設置した。

2作分の施肥量の合計は,慣行区28kg,試験区22 5kgと

慣行より20%減肥となっている。

(41 栽培面積  30壼   単区制
15)栽培概要

〈前作スイカ〉

品種 :`縞王マックス/ド ン・ K'

定植 :1999年 4月 27日

収穫 :1999年 7月 26日

栽植密度 :畦幅 3■ ペット幅15m 株間081n
(417株/10a)ト ンネル移動栽培

〈後作キャベツ〉

品種 :`YR青春' 定植 :1999年 8月 30日

表 1 スイカ、キャベッの施肥量 (Nkg)

ス

合計

慣行 (す いか専用+有機化成)  1135〉      17の       757)     757)    280
注.1)1998年 10月 30日施用
2)1999年 6月 3日 施用
3)1999年 8月 30日施用
4)燐硝安カリ (S604)(16-10-14)3 8kg,肥 効調節型肥料 (ン グマコート6M(180日 タイプ)(12-10-lll)
11 2kgを マルチ内に施用
5)すいか専用 2号 (68-76-51)を 全面全層施用
6)燐硝安カリ (S604)(16-10-14)
7)キ ャベツ定植前に一度マルチを除去し,そさい2号 (13-7-10)を全面全層施用。全面耕起後,マ ルチを再
設置した。
8)通路部分のみに,そ さい 2号 (13-7-10)を全面全層施用後、マルチを設置した。
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収穫 :1999年 11月 9日

栽植密度 :畦 0日 151n 株間33cn 条間40m

2条植え (4040株/10a)

土壌条件 :細粒褐色低地上

3 試験結果及び考察

(1)ス イカの生育と収量,品質

定植50日後のスイカの生育は,最大葉長,葉柄長,葉色

において,試験区が慣行区を上回る生育を示した (表 2)。

収量は,試験区は慣行と同等であった (表 3)。 品質で

は,糖度が両区とも12度を上回り,規格別比率は 2L以上
の割合が高く,大玉のものが生産できた。等級比率ではA
級品の割合が慣行区で劣った。規格外のC級品はなかった。

表2 スイカの生育 (5株平均)

最大葉 (本葉10枚 目)

名 葉長  葉柄長  葉色  つる径

表5 慣行栽培との労働時間の比較  (10a当 たり)

項  目 労働時間 (時間)
スイカ

肥追

後
施

う

マ

け
転

て
置

ゎ勝はノレチ設一［

-4
-12

-1

-3
-2
-1

-16 -7

区

肥効+化成   305  85   590  72
慣   行   276  73  566  74
注 平成12年 6月 15日調査 (定植50日後)

表 3 スイカ収量,品質

区 名 平均一つ 収量  糖度"等級割合(%)
果重(kg)(t/10a)Grix%)A  B

14)経済性

経済性の試算結果を表 6に示した。収量は今回の試験結

果で得られた数値 (等級は考慮せず)を採用したため,粗
収入は慣行の方が多くなっている。支出面では,2作 1回

施肥で,肥効調節型肥料を用いるために,ス イカの肥料費

が多くかかるものの,キ ャベツの肥料は通路部分だけです

むために,2作分の合計では9820円ほど少なくてすむ。
総所得は,慣行の方が6543円ほど上回るが,2作 1回施
肥は,労働時間が軽減されるため,8時間所得では慣行を
559円 ほど上回る。

表6 経済性評価 (10a当 たり)
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注 1)
2)

3)

20個平均
2個平均
A品…形状及び色沢が特に良好であり,果肉に
スキのないもの。

B品…色沢が良く変形度合が軽微であるもの。
果肉のスキが軽微なもの。

12)キ ャベッの生育と収量

定植2ケ 月後では,株張り,結球部の大きさで試験区は

慣行区と同等の生育を示し,収量でも,同等であった (表

4)。

表4 キャベッの生育,収量

区 名    定植 2ケ 月後生育    収穫時
株張り 葉色  結球部  平均  収量

タテ ヨコ 重量
(clr)(SPAD)(cm)(側 ) (g)(t/10a)

肥効+化成  571  532  105 102 1,412  58
慣行    580 495 93 93 1,425 58

13)労働時間

2作をとおしての労働時間は,試験区は慣行に比較して,

作業時間が10a当たり23時間軽減された (表 5)。

スイカーキャベツの秋施肥マルチ栽培において,マ ルチ

内に窒素成分で10a当たり化成肥料3 8kgと ,肥効調節型

肥料 (180ロ タイプ)11 2kgを 組み合わせて 2作分 1回施

用することで,慣行と同等の収量が得られた。また,慣行

より作業労力が23時間軽減され,肥料も窒素成分で5 5kg

減肥できた。さらに,2作分の8時間所得でも慣行と遜色
がな力,た。
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